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英
語
教
育

課
題
研
究

本
物
体
験

準備期

Hop

基礎期

Step

充実期

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

第１学年 現代の
国語 言語文化 地理

総合
歴史
総合 数学Ⅰ

数
学
Ⅱ

数学Ａ 生物
基礎

地学
基礎 体育

保　

健
芸術Ⅰ
※１

英語
コミュニ
ケーション

Ⅰ

論理・
表現Ⅰ 情報Ⅰ

Ｓ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ

　

ケ
ー
シ
ョ
ン

Ｓ
Ｓ
課
題
研
究
Ⅰ

総　

合

Ｈ　

Ｒ

第２学年

文学
国語
演習
Ⅰ

古典
探究
演習

日本史
探究

世界史
探究 公共 数学Ⅱ 数学Ｂ

数
学
Ｃ

物理
基礎 化学基礎 体育

保　

健

英語
コミュニ
ケーション

Ⅱ

論理・
表現Ⅱ

家庭
基礎

Ｓ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ

　

ケ
ー
シ
ョ
ン

Ｓ
Ｓ
課
題
研
究
Ⅱ

Ｈ　

Ｒ

第３学年
（文系）

文学国語
演習
Ⅱ

古典探究演習 ※２

【必修選択】
（日本史探究演習α・
　日本史探究演習β）、
（世界史探究演習α・
　世界史探究演習β）
から１組選択

※３ ※４ 体育

英語
コミュニ
ケーション

Ⅲ

論理・
表現Ⅲ 【自由選択】

Ｈ　

Ｒ

第３学年
（理系）

国語
探究

【必修選択】
数学Ⅲ、

数学ⅠＡⅡＢＣ演習
から１科目選択

【必修選択】
（物理・理系物理）、
（生物・理系生物）
から１組選択

【必修選択】
（化学・理系化学）、
（地学・理系地学）
から１組選択

体育

英語
コミュニ
ケーション

Ⅲ

論理・
表現Ⅲ 【自由選択】

Ｈ　

Ｒ

●●英語論文読解・執筆の基礎
●●英語プレゼンテーション

●●英語論文読解・執筆の基礎
●●英語ディベート
●●英語グループプレゼンテーション

●●英語論文読解・執筆の演習
●●英語ディベート

●●海外研修（任意）
●●海外交流（オンライン等）

●●テーマ設定のための知見を広げる
●●研究活動の基礎を身につける

●●ゼミに分かれ、テーマ設定を行う
●●実験・調査等研究の開始 

●●研究の継続
●●レポート・日本語要綱執筆

●●研究の継続
●●外部発表準備

普通科

１年10月 ２年４月 ２年 

SSコミュニケーション（１単位） SSコミュニケーション（１単位）

SS課題研究Ⅰ（１単位） SS課題研究Ⅱ（１単位）

理数探究（２単位）理数探究基礎（１単位）

SSH企画
（学年関係なしに、全員が対象の企画。各種フィールドワーク、講演会、見学会、ワークショップ等があります。）

創造理数科企画
（STEAM教育の観点で時期に応じて実施される創造理数科が対象の企画。各種フィールドワーク、講演会、見学会、ワー 

カリキュラム表（教養教育）

TACHIKO
SuperScienceHigh School
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※１　【必修選択】音楽Ⅰ・美術Ⅰ・工芸Ⅰから 1科目選択
※２　【必修選択】地理探究、倫理、政治・経済から１科目選択
※３　【必修選択】数学Ⅰ A演習α、数学Ⅰ A演習βから１科目選択
※４　【必修選択】文系物理基礎演習、文系化学基礎演習、文系生物基礎演習、文系地学基礎演習から２科目選択
※５　第２学年までに５単位を履修した科目（理数物理、理数化学、理数生物、理数地学）から２科目選択

●●水色＝普通科で実施
●●赤色＝創造理数科で実施
●●紫色＝全員で実施　発展期

Jump

完成期

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

第１学年 現代の
国語

言語
文化

地理
総合

歴史
総合 理数数学Ⅰ

理
数
数
学
Ⅱ

理
数
物
理

理数
化学

理
数
生
物

理
数
地
学

体　育 保
健

芸術Ⅰ
※１

英語
コミュニ
ケーション

Ⅰ

論理・
表現Ⅰ 情報Ⅰ

理
数
探
究
基
礎

Ｓ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ

　

ケ
ー
シ
ョ
ン

総　

合

Ｈ　

Ｒ

第２学年

文学
国語
演習
Ⅰ

古典
探究
演習

公共 理数数学Ⅱ
理数
数学
特論

理数化学
【必修選択】

理数物理、理数生物、理数地学
から２科目選択（１科目４単位）

体育
保　

健

英語
コミュニ
ケーション

Ⅱ

論理・
表現Ⅱ

家庭
基礎

理数
探究

Ｈ　

Ｒ

第３学年 国語
探究

国語
演習 理数数学Ⅱ

理数
数学
特論

理特
数講
数学
Ⅰ

【必修選択】
理数物理特講、理数化学特
講、理数生物特講、理数地
学特講から２科目選択

（１科目３単位）
※５

体育

英語
コミュニ
ケーション

Ⅲ

論理・
表現Ⅲ

理数
探究

Ｓ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ

　

ケ
ー
シ
ョ
ン

【自由選択】
Ｈ　

Ｒ

●●英語要綱執筆
●●留学生との交流（任意）
●●海外交流（オンライン・現地訪問）

●●英語論文読解・執筆の演習
●●英語ディベート
●●英語要綱執筆

●●日本語要綱の完成、研究のまとめ
●●外部発表会へ向けた研究の深化

●●研究の継続 or「ソーシャルアクション」
●●ポスターの作成　●●後輩指導

●●研究の継続
●●外部発表　●●日本語要綱執筆

創造理数科

10月 ３年４月

SSコミュニケーション（１単位）

SS課題研究Ⅲ（自由選択１単位）

理数探究（２単位）

 クショップ等があります。一部普通科の生徒も参加できる予定です。）

世界で世界で
活躍する活躍する
トップトップ
リーダーリーダー

科学技術科学技術
人材人材

イノベーターイノベーター

希
望
の
進
路
（
大
学
／
大
学
院
）

Tokyo Metropolitan Tachikawa High School
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普　通　科 創造理数科

目的

①探究の方法を学ぶ
②論理的・批判的・協働的思考を実践する
③説明する力（読解力・論実力・表現力）を身につける
④学びに向かう力を育む

①探究の方法を学ぶ
②論理的・批判的・協働的思考を実践する
③説明する力（読解力・論実力・表現力）を身につける
④学びに向かう力を育む
⑤外部発表会を目標にした高度な研究活動

実施
方法

１年生：SS課題研究Ⅰ（１単位・必修）
２年生：SS課題研究Ⅱ（１単位・必修）
３年生：SS課題研究Ⅲ（１単位・自選）

１年生：理数探究基礎（１単位・必修）
２年生：理数探究（２単位・必修）
３年生：理数探究（２単位・必修）

内容

【１年４～10月】
・オリエンテーション／各種講演会
・分野学習ワークショップ
・ミニ探究
　　★10月に校内発表会
【１年10～３月】
・ゼミ選択→テーマ設定→研究
　　★３月に校内発表会
【２年４～10月】
・研究の続き
・論文（レポート）／要綱の執筆開始（２学期以降）
　　★10月に校内発表会
【２年10～３月】
・研究の仕上げ（他の人との「ソーシャルアクション」もあり）
・論文（レポート）／要綱（日本語・英語）の仕上げ
・ポスターの作成
・後輩指導
　　★３月に校内発表会

【１年４～10月】
・オリエンテーション／各種講演会
・分野学習ワークショップ　・分野決定
　　★10月に校内発表会
【１年10～３月】
・ゼミ選択→テーマ設定→研究
　　★３月に校内発表会
【２年４～10月】
・研究の続き　・外部発表会への準備
　　★10月に校内発表会
【２年10～３月】
・研究の続き　・外部発表
・論文（レポート）／要綱（日本語）の執筆開始
・ポスターの作成
　　★３月に校内発表会
【３年】
・研究の仕上げ ・外部発表
・論文（レポート）／要綱（日本語・英語）の仕上げ
・ポスターの作成

普　通　科 創造理数科

目的

①英語で情報を収集する能力を養う
②英語で情報を発信する能力を養う
③批判的に思考したり根拠を持って話したりする姿勢を身に
つける

①英語で情報を収集する能力を養う
②英語で情報を発信する能力を養う
③批判的に思考したり根拠を持って話したりする姿勢を身につ
ける

実施
方法

１年生：SSコミュニケーション（１単位・必修）
２年生：SSコミュニケーション（１単位・必修）
SS海外研修（２年夏・任意）

１年生：SSコミュニケーション（１単位・必修）
３年生：SSコミュニケーション（１単位・必修）
SS海外研修（２年夏・任意）
海外の高校生（台北市立松山高級中学校）との交流（２年・全員）
台湾への訪問（２年冬・任意）

内容

以下の内容を、１～２年の授業で行う
【Presentation】
１） Narrative Text / Demonstrative Text の２種類のプ

レゼンテーション技術のトレーニングを行う。
２） Global Warming/ Biodiversity / Povertyなどのテー

マを科学的・社会的の２つの観点から読み、自分の意
見を論理的に説明するトレーニングを行う。

３）英語でディベートを行う。
４）課題研究の概要を英語で説明する。

【Writing】
１） Topic/ Explanation / Evidence / Link からなる

TEEL Writing Styleを習得する。
２） Abstract Writing 　課題研究を、Purpose / Problem 

/ Method / Result / Conclusion の５steps からなる
英文要綱 にまとめる。

【Research】
１） Science article（科学英語） の読み方　Science terms 

と論理展開を理解する。
２） 一つのarticleをさまざまな角度から検証する。
３） 自分の意見の根拠となるarticleを検索する。

【Critical Mindset】
１） Making questions （質問を作る）
２） Question the articles （記事を疑う）
３） Confutation（反 ）技術を習得する。

・以下の内容を、１・３年の授業で行う
【Presentation】
１） Narrative Text / Demonstrative Text の２種類のプレ

ゼンテーション技術のトレーニングを行う。
２） Global Warming/ Biodiversity / Povertyなどのテーマ

を科学的・社会的の２つの観点から読み、自分の意見を
論理的に説明するトレーニングを行う。

３） 英語でディベートを行う。
４）課題研究の概要を英語で説明する。

【Writing】
１） Topic/ Explanation / Evidence / Link からなるTEEL 

Writing Styleを習得する。
２） Abstract Writing 　課題研究を、Purpose / Problem / 

Method / Result / Conclusion の５steps からなる英文
要綱 にまとめる。

【Research】
１） Science article（科学英語） の読み方　Science terms と

論理展開を理解する。
２） 一つのarticleをさまざまな角度から検証する。
３） 自分の意見の根拠となるarticleを検索する。

【Critical Mindset】
１） Making questions （質問を作る）
２） Question the articles （記事を疑う）
３） Confutation（反 ）技術を習得する。
・２年次にオンラインで課題研究に関する交流を台北市立松山
高級中学校の生徒と行う
・英文要綱作成に関し、東京農工大学の大学院へ留学に来てい
る外国籍の院生（修士課程・博士課程）による指導を行う

課 題 研 究

英 語 教 育

普通科・創造理数科共通

目的

①自身の素養の幅を広げる
②自身の興味を専門的に掘り下げる
③研究者としてのロールモデルを学ぶ

実施
方法

多種多様なSSH企画の実施（任意・
不定期。年10個以上実施。）
各大学の公開講座等への参加（任意・
「人間と社会」と連動）

内容

以下のような企画を実施
・城ヶ島フィールドワーク
・極地研究所訪問
・つくばサイエンスツアー
・生物学シンポジウム
・留学生企画
・天体観望会
・情報講演会
・立川断層フィールドワーク
・高尾山フィールドワーク
・野鳥観察フィールドワーク

　など
外部講師を招聘をはじめとする学校
外の機関と連携する企画が多くを占
める

普　通　科

概要 幅広い進路希望を実現する教育課
程。

違い 日本史探究・世界史探究等は普通科
のみ設置。

内容
の
特色

・文理に関わらず、全員が物理、化
学、生物、地学の理科４科目、地
理総合、歴史総合、日本史演習、
世界史演習の地歴科目を学ぶ、教
養主義に基づいたカリキュラム。
・３年次には自身の進路希望に応じ
て履修する科目を選択することが
できる。国公立大学進学を見据え
たカリキュラム。

本 物 体 験

カリキュラム

TACHIKO
SuperScienceHigh School
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本物体験

課題研究課題研究

教養教育＊

表現力や発信力、
国際性の涵養を目指す

視野を広げ知力を深める

理科４科目、地歴３科目、
公民科目を含めた全科目を
幅広く学び、知の土台を作る

論理的思考や探究の方法を学ぶ 国際性国際性 涵養を目涵養 目指す指

視野を広視 げ知力を深める幅広く学び、知の土台を作る

普　通　科 創造理数科

スクール
ミッション

主体的かつ創造的な学習への意欲を高め、論理的思考力・健全な批判力を養い、世界
に発信できるリーダーとしての素養を獲得させます。物事を広い視野で多角的に捉え、
全体最適化に向けて行動できる生徒、文理にこだわらない幅広い素養と情報活用能力
等を高いレベルで活かし、新しいイノベーションを生み出す人材を育成します。

【普通科・創造理数科共通】

グラデュエー
ション
ポリシー

○新たな時代を切り拓き、国際社会でたく
ましく活躍する人材としての素養をもつ
○高い志を抱き、その目標を実現できる知・
徳・体のバランスと真の学力をもつ
○自律的な行動ができ、人と関わる力や豊
かな心と高い倫理観をもつ 

○新たな時代を切り拓き、国際社会でたく
ましく活躍する人材としての素養をもつ
○高い志を抱き、その目標を実現できる知・
徳・体のバランスと真の学力をもつ
○自律的な行動ができ、人と関わる力や豊
かな心と高い倫理観をもつ
○理数系分野の素養を深め、物事の本質を
見極めようとする姿勢をもつ
○将来にわたって研究する科学的人材とし
ての基本的な資質と能力をもつ 

カリキュラム
ポリシー

１　学習習慣の確立と自学自習の態度の育成を目指す学習指導
２　高い目標を掲げ、進路実現を図る進路指導
３　自主自律の精神を涵養する生徒指導
４　国際社会で活躍する科学技術人材を育成する探究活動指導

【普通科・創造理数科共通】

アドミッション
ポリシー

１　学業成績が極めて良好で、本校の【普
通科】の教育課程を理解し、入学後も意
欲的に学習に取り組むことができる生徒
２　難関国公立大学進学への意欲など将来
の進路実現に向けて、高い志を掲げ、継
続して努力することができる生徒
３　自らの行動に自覚と責任をもち、中学
校において、学習と特別活動などを両立
させてきた実績がある生徒
４　探究的な姿勢をもち、自ら課題を見付
け、その解決策を見出すような取り組み
ができ、何にでも興味をもち、自分のこ
ととして物事を捉えることができる生徒

１　学業成績が極めて良好で、本校の【創
造理数科】の教育課程を理解し、入学後
も意欲的に学習に取り組むことができる
生徒
２　難関国公立大学進学への意欲など将来
の進路実現に向けて、高い志を掲げ、継
続して努力することができる生徒
３　自らの行動に自覚と責任をもち、中学
校において、学習と特別活動などを両立
させてきた実績がある生徒
４　科学分野に高い興味関心をもち、研究
活動などの創造的な活動に意欲があり、
外部の研究発表会などに積極的に参加す
ることができる生徒

創造理数科
①自身の素養の幅を広げる
②自身の興味を専門的に掘り下げる
③研究者としてのロールモデルを学ぶ
④STEAM教育を目指すべく、校外の人材と交流する

１年次～２年次にかけて、創造理数科全員を対象とした各種の企画を
実施する。

以下のような企画を実施
【１年生】
・八丈島フィールドワーク研修旅行（２泊３日）→《生物・地学/探究》
・全体を感じる企画→《Arts》
・三宅島フィールドワーク（３泊４日・任意）→《生物/探究》
・大学・企業訪問→《ロールモデル》
・データサイエンス講演会→《情報/Science,Technology・探究》
・海洋物理学講演会→《物理/Science,Engineering・探究》
・情報分野講演会→《情報/Science,Technology・探究》
・生物分野講演会→《生物/Science,Engineering・探究》
・農学関係の統計処理講演会→《物理/Science,Mathematics・探究》

【２年生】
・デザイン×科学技術→《Arts, Technology, Engineering》
・数学分野講演会→《数学/Engineering,Mathematics・探究》
・文理融合講演会→《数学・国語/Mathematics,Liberal Arts・探究》
・化学分野講演会→《化学/Science・探究》
・地学分野講演会→《地学/Science・探究》
・探究講演会→《論文執筆や発表について/探究》

【３年生】
・外部発表に向けての指導・助言→《探究》

創造理数科
理数系分野を軸とした教科横断的な学びを実現し、科学的思考力・判
断力や創造性の育成を目指す教育課程。

専門教科「理数」を設置。理数数学Ⅰ、理数数学Ⅱ、理数数学特論、
理数物理、理数化学、理数地学、理数探究等の科目を学ぶ。

・１年次に物理、化学、生物、地学の理科４科目をすべて履修するこ
とで、自身の興味のある分野を考える機会を確保するとともに、理
科に関して総合的な理解を深める。理数探究基礎で行う課題研究と
も連動したカリキュラム。

・「理数数学」については、一般的に行われる「数学Ⅰ」や「数学A」
などと、学習順序が異なる配列になっている。「事象を数学的に考
察し表現する基礎的な能力を養い，知識や技能などを的確に活用す
る態度を育てること」がねらいであり、探究活動や社会活動をより
意識したものになっている（「学習指導要領」より）。また、理科の
各科とも連携して学習順序を学校独自で工夫している。

・理科の単位数が多くなっている。また、３年生で数学の単位数が多
くなる。国公立大学理系進学を見据えたカリキュラム。

理　　念

写真は令和４年５月実施、
創造理数科企画「八丈島
フィールドワーク研修旅行」
の様子

文系希望の生徒・理系希望の生徒という垣根を払い、普通科と創造理数科が協動する
「新しい価値（イノベーション）を生み出すことのできる人材を育成する」学校

※創造理数科の赤い下線は普通科と違うところ

創造理数科開設
の

学校の理念

学校全体
（SSH）
４つの柱

創造理数科
４つの柱 探究的な学習

英語プログラム理数教育

多彩な企画

・理数探究基礎
・理数研究 など

・SSコミュニケーション
・海外交流など

・理数数学Ⅰ・Ⅱ
・理数物理
・理数地学 など

・ワークショップ
・研修会
・フィールドワーク
・企業訪問 など

特色ある探究的な学習を通じて、物事
の本質を理解しようとする姿勢や、
物事を広い視野で多角的に捉
える力などを育成します。

探究的な学習と連動した英語プログラ
ムを通じて、世界に向けて発信す
る力を育成します。

実験や数学的活動などを通して、理科
及び数学について系統的な理解を
深め、科学的に考察・表現・創
造する力を育成します。

大学・企業などの研究機関や地域
と連携して、生徒の視野を広げ
ます。

Tokyo Metropolitan Tachikawa High School
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